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１　はじめに
　茂木と多胡は、かつて「盲児の造形教育に関する
一考察」（1991）1）という協同研究をしたことがある。
その目的には、「最終的には盲児の造形表現の特性
を（認知発達など）を明らかにし、盲学校における
教育実践論に役立てるとともに、造形美術教育全体
の発展に寄与することを」2）を掲げている。論文の
内容は、日本の盲教育の現状を把握するための盲造
形教育史と多胡の当時の群馬県立盲学校での粘土に
よる美術教育実践の紹介と分析であった。
　1980～90 年代は、手で見る美術館「ギャラリー
TOM」（1984）が村山亜土・治江夫妻（敬称略、以
下同様）により設立され、佐藤忠良、堀内正和、流
政之、清水久兵衛ら、著名な彫刻家の賛同を得て、
海外の先進的な事例を紹介するイベントなどの開催
を通して、この領域の啓蒙活動に先鞭をつけた。ま
た、同美術館では全国盲学校生徒作品展「ぼくたち
のつくったもの」（1986～）を開催し、盲学校の美
術教育を支援した。同時期に西村陽平（千葉県立千
葉盲学校）や山城見信（沖縄県立沖縄盲学校）など
の粘土造形による優れた作品が注目を集め、この時
代はいわばブーム？のように、視覚障害者の造形美
術とその教育に関心が集まった時代であった。
　茂木と多胡の共同研究の動機は、多胡の実践が全
国盲学校生徒作品展で「TOM 賞」3）（1986～）を受
賞したこともあり、きちんと多胡の製作・指導過程
を公開し、批評を受ける必要があると考えたからで
ある。
　しかしながら、ブームは一時的なものであり、そ
の後の障害児教育の施策が、特別支援教育（2007）、
インクルーシブ教育システム（2012）へ転換され、
それによって視覚に障害をもつ子どもたちが普通学
校へ通えるようになったことを含めて、特別学校で
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ある視覚障害特別支援学校（盲学校）の児童生徒減
やそれまで長年に渡って積み上げられてきた盲学校
の（美術）教育の専門性を継承・発展させていける
教員体制の確保が難しくなるなど、新たな課題に直
面している。
　また、この領域の研究・実践を遅らせている要因
には、参加研究・実践者の絶対数に不足のある。ほ
ぼ各県に 1 校程度しかない視覚特別支援学校には幼
少・中・高校を合わせても専門美術教員は各校数名
しかおらず、また美術教育関係学会での研究者も極
端に少なく、研究ネットワークもほとんどない。4）
　わたしたちは、インクルーシブ教育の時代にあっ
て、視覚障害を持つ子どもたちのための美術教育が
どうあるべきかを具体的に考えるために、この分野
の教科書や教材およびサポートブックのような参考
書が不十分である点に注目し、特に全盲児に対する
実質的な教科書や指導書類が欠落していることが差
別的だという認識のもと、2018 年度から科学研究
費補助金による「インクルーシブアート教育論及び
視覚障害等のためのメディア教材・カリキュラムの
開発」研究（基盤研究 B、https://kaken.nii.ac.jp/ja/
grant/KAKENHI-PROJECT-18H01007/）を開始した。
　本稿は、茂木が最近取り組んである「インクルー
シブアート教育」の理念に基づき、多胡、大内らと
共同で開発を進めている「見える／見えない／見え
にくい」子どもたちがみんなで取り組めることを前
提にしたインクルーシブ視覚障害アート教育の理念
と教材開発や大内と共に実施したイタリアの美術館
における視覚障害者対応などについて報告する。
２　インクルーシブアート教育について
　茂木は、今まで数回にわたって、「インクルーシ
ブアート教育システム構築」の現代社会／教育にお
ける必要性や論拠について述べてきた。5）その意味
は、「アートの教育はむしろ共生社会構築の基盤に
なるだろうということ。障害を含めてすべての人が
共存共栄するインクルーシブな社会にはアートのよ
うな、差異や多様性を前提に、それを活かし、それ
ぞれの個性を調和させながら全体をつかむ統合的総
合的な（教育）力が基礎になるべきではないか。アー
トが知情意の調和（情 = アートによって知と意が
結ばれる）をはかり、断片化した知（ボーム，D）
を再統合することは、人が感情によって右往左往す
る現代のメディア社会には必須の学習ではないか。
こんな問題意識の中で、インクルーシブアート教育
とは、アートが人間の尊厳を保つために必要な「自
由」を保証し、現代社会 /教育を見直す理念と実践
になることの提案」と考えた。6）したがって、イン
クルーシブアート教育の対象は、障害者に限定され
るものではなく、たとえば OECD（経済協力開発
機構）が指摘する社会経済・文化的な課題を持つ子
どもたちや高齢者など、すべてのマイノリティを包
摂することを指摘した。つまり、スピードと経済効
率から排除されてきた障害者を含むマイノリティを
インクルージョン（社会包摂）することが、今後の
グローバルで多元的な共生社会構築にももっとも有
効であって、そのためには表現やコミュニケーショ
ンの力によって、自己を承認しやすいアートを使う
ことがその総合的統合的な性格によって、暖かくや
さしい社会をつくるために有益であるという主張で
ある。
　「文化芸術による社会包摂」は「文化芸術基本法」
（改正平成 29 年）の基本理念の二条 3 に次のように
明記された。
　「文化芸術に関する施策の推進に当たっては，文
化芸術を創造し，享受することが人々の生まれなが
らの権利であることに鑑み，国民がその年齢，障害
の有無，経済的な状況又は居住する地域にかかわら
ず等しく，文化芸術を鑑賞し，これに参加し，又は
これを創造することができるような環境の整備が図
られなければならない。」7）。しかしながら、その具
体的な施策はまだこれからである。（茂木一司）
３　アートへのアプローチの変化： 
　　ウフィッツィ美術館のアクセシビリティ 
　　について
　この点に関する好事例として、いわゆる社会教
育・生涯学習施設である美術館の取り組みの進展に
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ついて紹介する。昨年（2018 年 9 月）調査訪問し
たイタリア・フィレンツェのウフィッツィ美術館で
は、初の外国人館長であるドイツ人のアイケ・D・
シュミット（Eike Schmidt、2015 年就任）氏が館の
運営のアクセシビリティの重視を打ち出し、視覚障
害者は事前の予約無しで、特設の窓口に申し出て、
当事者であることが確認できれば無料の「タッチツ
アー」（Uffizi da toccare）を体験できるように対応
が大幅に改善・改革された。
　「Uffizi da toccare（ウフィッツィを触る）」の誕生
は、2012 年 2 月 21 日の「国際点字デー」の機に、
ウフィッツィ美術館の中に視覚障害者及び全盲者が
主体的に鑑賞できるルートが設けられたことから始
まる。
　「Uffizi da toccare」の実際では、参加者は展示開
場に誘導され、入口で使い捨てのラテックス製手袋
を渡される。作品の触察はこの手袋をはめて行う。
その後、事前のガイダンスがあって、展示室入口に
ある『Sarcofago con il trionfo di Bacco（バッカスの
勝利を収めた石棺）』に触って、触察の方法やマナー
等について担当者から説明を受ける（図 1）。
　鑑賞ツアーは、触察トレーニングを受けている担
当者（あるいは場内警備員）のガイドにより、館内
の触察用に選定された作品を鑑賞する。館内入口に
は視覚障害者のための触れる案内図が設置されてい
て、参加者はどこに鑑賞できる作品があるのかが大
まかにわかるようになっている。案内図は、「普通
印刷による解説 + 透明シート点字 + 凸図」が一体
となったパネルである。本文はイタリア語と英語が
併記されている（図 2・3）。
　ウフィッツィ美術館の展示会場は長い廊下の脇に
彫刻が並んでいて、その奥に時代・テーマによって
分類された作品が並べられている。参加者は廊下に
沿って順番に、約 30 点の彫刻作品を鑑賞（触察）
でき、各作品横にはそれぞれ「普通印刷による解説
+ 透明シート点字 + 凸図」が一体となった作品解説
パネルが置かれている。以下は、触察可能な主な彫
刻作品である（図 4）。
図１　ウフィッツィ美術館・手袋と入口の『Sarcofago 
con il trionfo di Bacco』
図２　ウフィッツィ美術館・視覚障害者のための案内
図
図３　ウフィッツィ美術館・視覚障害者のための案内
図
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　図 5 の『ドミティア』と名づけられた彫刻では、
頭の一部に珊瑚のようなかつらをつけていて、触覚
を意識した作品選定に思われた。
　図 6 は、シーザーの胸像である。これも、胸に「メ
デューサの頭部」のような浮き彫りがあり、触ると
きに手かがりに得やすい作品である。
　作品の選定は、前述のように触察に適した作品を
視覚障害協会などの関連団体の助言を受けて選定さ
れた。また、展示解説のパネルは、凹凸をつけすぎ
て触察する人が混乱しないように配慮がされている
（図 7）。これらは、すべて関係者の検証を経て、最
終的に完成されたものである。
　また、視覚障害者の絵画鑑賞への対応も少ないが
進められている。有名なボッティチェリ『ヴィーナ
スの誕生』（1483 年頃）の横に、浮彫に翻訳した「手
で見る絵画」（ボローニア・アンテロス美術館作成）
が設置されていて、誰でも触って鑑賞ができ、かつ
点字と音声ガイドも用意されている（図 8・9）。
　ウフィッツィ美術館のアクセシビリティの取り組
みは単なるその場限りの対症療法ではなく、館長の
方針による同部門の設置による理念・実践づくりが
なされている点が注目される。したがって、視覚障
害だけでなく、すべての障害者への鑑賞支援が強化
され、ICT の活用なども積極的に進められている。
　アクセシビリティ部門（図 10）は、「教育・研究開発」
の下に設けられた「キューレーション」「コンピューター
サイエンス、デジタル戦略、文化振興」と並ぶ、館
長直属の「文化調停およびアクセシビリティ部門　
Dipartimento Mediazione Culturale e Accessibilità」で
あり、専任の職員が 5 名配置され、さまざまな改革
を打ち出し中であった。
図４　触察可能な主な彫刻作品
図５　『ドミティア（Domitia, 81-96AD）』
図６　『ユリウス・シーザー（Aulius Caesar, mid-2nd 
century AD）
図７　点字案内図
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　最後にまとめとして、以下のような点を指摘して
おく。
・イタリアでは、障害者の権利条約の批准を契機と
して大規模な美術館の改革が進められ、ウフィッ
ツィ美術館でも新館長のトップダウンによるアク
セシビリティの強化が進行していることが確認で
きた。かつてイタリアの美術館は EU の中でも保
守的であったが、動き出すと当事者視点にたった
取組が積極的に進められている点には学ぶところ
がある。フルインクルージョンの教育が進められ
て久しく、共生社会の実現に肯定的であることも
反映していると思われる。
・特に注目すべきは、独立したアクセシビリティ担
当部門の設置と専任の担当者の配置である。我が
国の公立美術館等で専任のアクセシビリティ担当
者の配置（東京国立博物館 1 名）と比較すると差
がある。
・イタリアの美術館には問題点がないわけではなく、
特に障害者対応に関する予算や人的配置が課題と
訴えているが、組織が一体となって改革が進めら
れている点で、我が国よりは恵まれている状況に
ある。 （大内　進）
４　視覚障害特別支援の図工美術教育の問 
　　題点
　視覚に障害をもつ子どもたちの美術教育が知られ
るようになったのは、神戸市立盲学校の福来四郎の
指導による粘土による造形が高い評価を得たことを
契機としている。福来は、1950（昭和 25）～1980（昭
和 55）年まで同校で教師として盲児の美術教育を
担当し、作品展や記録の画集の出版など、この分野
のパイオニアとして多くの業績を残した。これにつ
いて、西村陽平は以下のようにその業績を評価して
いる。
「当時の生徒の『わたしら見たことないものつくられへん』
という言葉に象徴されるように、生徒たち自身が作ることを
信じていないという困難な状況でした。このような中から、
盲児が手の感触から、表面だけでなく内側まで形にするとい
う、触覚の特徴を生かした造形教育が生まれました。これら
の作品は、始原の美術の表現と共通性を持つものとして、視
図８　『ヴィーナスの誕生』の浮彫①
図９　『ヴィーナスの誕生』の浮彫②
図10　ウフィッツィ美術館の組織図（アクセシビリ
ティ部門）
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覚を中心に行動している現代の晴眼者に根源的な造形として
衝撃を与えました。」8）
　福来の美術教育は見えない子どもたちでもこんな
素晴らしい表現ができることを訴えた点で、まさに
この領域のパイオニアらしい仕事であった。しかし、
共生社会構築のためのインクルーシブ教育という現
代的な視点からみると、「盲児だから、図工や美術
の時間だからと彫刻あるいは立体作品を作る、絵画
においては手で確認できる絵画にするのが適当だろ
うと考えに寄りすぎていないだろうか」9）という偏
りの指摘（多胡、2019）はその通りであると思う。
福来が盲児の美術教育をはじめた時代は視覚障害者
が美術をする環境にはなく、福来自身も見えない子
どもでも優れた表現ができることを強調し、この領
域の振興を図っていったはずであるが、それがいつ
しか盲児の表現＝粘土造形のような固定化を生んだ
ことは否めない。多胡は、福来四郎や西村陽平、山
城見信らの美術教育上の優れた業績を評価しながら
も、（学習指導要領に準拠しているのである意味当
然であるが）自分の指導経験も踏まえながら、盲学
校で粘土以外のさまざまな題材が扱われていたこと
を指摘している。10）
　盲美術教育の歴史をふり返ると、1980 年から 90
年代はいわば第 1 次盲美術教育の最盛期であった。
1984 年村山亜土・治江夫妻が東京渋谷に「手で見
るギャラリー・TOM」を開設した。視覚障害者と
して生まれた息子の故・錬（れん）さんの「ぼくた
ち盲人もロダンをみる権利がある」という発言を
きっかけに、日本初の視覚障害者のための「手で見
る」ギャラリーとして同館を設置した。ギャラリー
TOM のすばらしいところは、設置後すぐに西村の
協力で、全国盲学校生徒作品展「ぼくたちのつくっ
たもの」（1986）を毎年主催するなどして、盲学校
の子どもたちの表現活動を社会へ向けてアピールし
ていったことである。作品展では、佐藤忠良、堀内
正和、鈴木恂、清水久兵衛、鈴木治など、著名な彫
刻家たちが審査員をし、この活動自体が盲児の立体
表現をアピールしたこともある。多胡は群馬県立盲
学校での指導作品で何度も入賞を果たし、このとき
に盲児独自の表現やその指導法の工夫などを経験し
ている。同時に、盲児であってもさまざまな素材・
技法体験が必要なことを感じ、指導の工夫をしてい
る。11）
　問題点は、そのような各県に 1 校程度しかない盲
学校の美術教師が偶然赴任してから、独自の教材研
究を重ね、盲学校の図工美術教育カリキュラムを
作っているにもかかわらず、それを共有する場や
ネットワークをほとんど持たないので、成果が検
証・蓄積されず、いわゆるカリキュラムのスタン
ダードづくり＝標準化ができないことである。
　しかしながら、4 年前から全国盲学校図工・美術
研究会が発足し、「盲学校教員の資質向上と充実し
たさわる・つくる及び図工・美術の授業ができるこ
と」を目的に活動が始まった。今年度（2019）は愛
知県立名古屋盲学校で第 4 回研究会が開催され、30
名程度の教員や美術館学芸員等が参加したが、大学
等の専門研究者は筆者も含めてわずかに 2 名（もう
1 名は愛知教育大学名誉教授）であり、理系を中心
とした「科学へジャンプ」12）事業などが視覚障害の
ある生徒の理科や数学、社会科、ICT などの実体験
を大学や学校現場、関係教育機関などとが一致協力
して実施し、視覚障害児の社会からの孤立を防ごう
としているのと較べると量的質的に不十分と言わざ
るをえない。
　博物館（科学館・水族館）や美術館が障害者を含
めたアクセシビリティ対応を強めていこうとしてい
るのに対して、盲学校美術教育は専門性については
後退気味ということになる。
５　インクルーシブ視覚障害アート教育の 
　　新しいカリキュラムと教材開発の視点
　視覚に障害をもつ子どもたちへの教育（支援）が
遅れていることは何度も指摘したが、では現代のイ
ンクルーシブ教育の時代にどんな理念で新しいカリ
キュラムと題材・教材が作られる必要があるのかを
具体的に検討してみたい。
　わたしたちは、まず既存の図工美術教科書や参考
書が全盲児にとってどれくらい実際に使えるものな
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のかを検証した。そうすると、①第一に理解や作業
に時間がかかる盲児には、そもそも学習内容が多す
ぎること（これは普通学校でも同様に思うが）、②
①と関連して、系統性や順次性が明確でないので、
（中学校の場合）絵画・彫刻・デザイン・工芸・鑑
賞がばらばらに並んでいて、学習全体で身につく知
識技能も明確化しにくい、③（当然であるが）視覚
障害に対する配慮（点字、触図化、読み上げるため
にテキストの添付など）がないために子どもたち自
身では使用できない／しにくい、などの欠点がある。
　多胡が指摘するように、図工美術教育で達成すべ
き目標は当然同じであるが、学習内容や方法（指導・
支援）には工夫や配慮が必要であり、たとえば平成
20 年 3 月に公示された特別支援学校学習指導要領
には、次のような配慮点が具体的に示されている。
①聴覚、触覚及び保有する視覚などを十分活用し、具体的な
事物・事象や動作と言葉を結びつけて、的確な概念の形成
を図り、言葉を正しく活用できるようにすること。
②視覚障害の状態に応じて、点字又は普通文字の読み書きを
系統的に指導し、習熟させること。なお、点字を常用して
学習する児童に対しても、漢字・漢語の理解を促すため、
適切な指導が行われるようにすること。
③視覚障害の状態等に応じて、指導内容を適切に精選し、基
礎的・基本的な事項に重点を置くなどして指導すること。
④触覚教材、拡大教材、音声教材等の活用を図るとともに、
視覚補助具やコンピューター等の情報機器などの活用を通
して容易に情報の収集や処理ができきるようにするなど、
視覚障害の状態等を考慮した指導方法を工夫すること。 
⑤空間や時間の概念を活用して場の状況や活動の過程等を的
確に把握できるようにし、見通しをもって意欲的な学習活
動を展開できるようにすること。13）
　また、上記の配慮事項を基に、実践する上で、①
健康の保持、心理的な安定、環境の把握、身体の動
き、コミュニケーションなどの項目に配慮した自立
活動との関連を図りながら図工美術教育の学習を進
めていくこと、②作品をつくることに重きを置きす
ぎないこと、の 2 点への注意を指摘する。14）
　以上の重要なポイントを踏まえて、大まかに以下
のような題材・教材開発の理念を提案したい。
　最終的には、インクルーシブ教育時代の図工美術
教育を考えて、「見える人／見えない人／見えにく
い人がともに学べる題材・教材が望ましい。した
がって、題材・教材において；
①従来の触る（身体）／触らない（テキスト・こと
ば）の二元論を超えて、さらに鑑賞（理解を含む）
と表現が相互に交換し、循環すること
②（視覚障害に限らないが）「美術・アート」のエッ
センス（本質？）を理解・活用できるようにする
ために、（現代）美術史の文脈を参照し、（とりあ
えず今回は中学校美術教育を中心にした）具体的
な題材・教材開発に挑戦する
③いわゆる、重複重症心身障害児についても配慮す
る
の 3 点を核にした実験をしていくことにした。
 （茂木一司）
６　開発したインクルーシブアート教材例
　中学校美術科教育において学習すべき題材は何か
を考えたとき、20 世紀初頭にパブロ・ピカソ及び
ジョルジュ・ブラックによって考案され創始された
キュビズム（立体派）がある。キュビズムを第一に
取り上げた理由は、絵画の立脚点であるルネサンス
時代に確立された線遠近法、いわゆる透視図法的な
立体を平面に移し替えるときに、視覚によって対象
を単一方向の視点での捉える方法から同一平面状に
多方向から見た多視点を並置させる画期的な絵画技
法を確立させたからである。ピカソの『アビニョン
の娘たち』（1907）はアフリカのマスクを思わせる
形の集合によって、いわゆる抽象絵画を創造し、伝
統的な遠近絵画を破壊した。わたしたちは、この多
視点絵画が教育的にも心理的な観点から人間の多面
性についても分析・考察ができるのではないかと考
えた。キュビズムは多くの芸術家に影響を与え、現
代美術の起点の一つとなった。キュビズムについて
学ぶことは、わたしたちが美術科教育とは「美術と
は何か？」もしくは「美術とは何かを問い続ける力
を培う」のが（現代）アートであり、そういう生き
た美術／教育の考え方を知る原点になるテーマだと
考えた。
　また、視覚障害美術教育の側面からも、対象を多
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方向からの視点によって分析し解体して再構成する
捉え方は、盲児が触察（触覚による観察）によって
正面を規定せずに対象を捉える方法と共通するもの
がある。キュビズムは盲児にとっては絵画芸術を理
解する手がかりのある題材であり、逆に見える生徒
にとっては盲児の捉え方を知るのに適した題材であ
るといえる。
　もうひとつ、「なぜ自画像なのか？」という問い
への答えとして、中学校美術科教育において「自画
像」はほとんどの学校で取り扱われている題材だか
らある。思春期を迎え心身ともに大きく変化を始め
ている生徒にとって自己を見つめることは意義ある
ことである。視覚障害児はこの時期に自分の障害に
ついて他者や社会との関係を含めながら考え始める
ことが多い。自分をどう捉えるかは難しいことであ
るが、向き合わなければならないことでもある。こ
のことは障害のあるなしに関わらずすべての生徒た
ちが経験することである。
　これらの点からキュビズムを学習し自画像で表す
題材は、見える／見えない／見えにくいを越えて学
ぶに適した題材と考えた。以下は、群馬県立盲学校
の協力を得て寄宿舎に在籍する生徒の中から希望者
を募り、題材及び教材開発に取り組んだ事例である。
○事例１：「会話による自画像」
　自画像の題材を計画するにあたり、系統的な流れ
として小学校高学年を想定し「私って何？－自分ら
しさの発見－」（1 時間）を設定して題材開発を行っ
た。会話を学習の中心に据えることで見える／見え
ない／見えにくいを越境することを考えた。
題 材 名 私って何？－自分らしさの発見－
対 　 象 中 2 女子（弱視）、中 3 女子（全盲）、高 1 男子（全盲）の 3 名
実 施 日 2018.10.11（木）16：40～17：30
目 　 標 ・自分を知り理解すること、向き合うこと
学習の流れ
1 「これを持っているのは自分らしい」と思
うものは何だろう。
　（1）教師が持ってきた「これを持っている
のは自分らしい」と思えるものを知り、
なぜそう思うのか説明を聞く。質疑応答
により教師の思いを共感的に理解する。
　（2）生徒は「自分らしい」と思えるものを
　　提示し、可能な範囲で説明する。
　（3）質疑応答により互いの思いを共感的に
理解する。
2 「自分らしい、誰々らしい色や形」はある
だろうか。
　（1）なぜその色が「自分らしい、誰々らし
い色や形」と思うのか、可能な範囲で説
明する。
　（2）質疑応答により、それぞれの理由を共
感的に理解する。
3 　振り返り
　（1）「自分らしい」ことについて話すなか
で「自分らしさ」について目を向ける。
　（2）学習のなかで「自分」についての新た
な気づきがあれば発表する。
　結果として、生徒達は好きなもの・こと、嫌いな
もの・こと、どちらとも言えないもの・こと、こだ
わりのあるもの・ことなどを挙げながら会話によっ
て学習した。会話は家族や担任の「らしさ」にも及
ぶ広がりをみせながら「自分」について目を向ける
ことができた。
○事例２：「ピカソの自画像・私の自画像」
　ピカソの自画像を学習するにあたり見える／見え
ない／見えにくい生徒達が一緒に学ぶことができる
教材開発をした。ピカソは若い頃から高齢になるま
で多くの自画像を描いているが、1907 年（25 歳）
のキュビズム時代初期の自画像（図 11）15）を選択し
た。この自画像はキュビズムの特徴が十分に反映さ
れた作品ではない。しかし、鼻筋や頬骨の表現はキュ
ビズムのものであり、何よりこれから新たな表現へ
挑もうとするピカソの強い決意が感じられるもので
ある。この力強い自画像を学習することは思春期を
迎えつつある中学生には適していると考えた。
図11　ピカソ「自画像」 図12　図 11 の立体コピー
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　まず、この自画像を立体的に捉える教材の第一段
階として立体コピーを製作した（図 12）。立体コ
ピーは盲学校において図や絵画などの触図化、つま
り平面を触れることのできる線を盛り上げてつくる
簡便な教材製作法の一つである。触図制作の方法は
かなりに配慮が必要であって、単に原画を白黒 2 色
化して、立体コピーにするのではなく、大内進のア
ドバイスによって、今回いくつかの改良を施して制
作を試みた。
　指先の弁別域に留意して輪郭を単純化すること。
それによって、以下のような工夫を施した。
①輪郭の交点や線とテクスチャーを 2mm程度離し、
指が認識しやすくすること
②ワイシャツやブレザーなどの同一生地を弁別しや
すくするために、触覚で捉えやすいドットや線な
どのテクスチュアを同一生地に使用した
③全体的に余分な視覚情報を省き、絵画のエッセン
スを理解しやすいようにした
　次により立体的な教材として段ボールレリーフと
石膏レリーフを作成した。段ボールレリーフは顔に
おける頬と鼻、口や目、髪の毛、ワイシャツとブレ
ザーなど部分の関係を階層的に捉えやすくするため
のものである。また、鼻や目など部分の形も捉えや
すい。これは教師も含めて、見える人には有効だと
思う。石膏レリーフは大内が 2.5 次元絵画と呼んで
いる絵画のレリーフ化16）からヒントを得て、彫刻
を学んだ梶原千恵（群馬大学大学院）に依頼して制
作した。各部分が滑らかにつながっており人物の顔
やワイシャツ、ブレザーなどを一体のものとして捉
えやすい。このレリーフのポイントは、2.5 次元で
も奥行きが感じ取れるように、外側の輪郭線の部分
が後方に回り込んで指先が入るようにつくっている
ことであり、このわずかな工夫が平面を立体的な人
物像として捉えられるような工夫となる（図 15）。
石膏レリーフはシリコンによる女型があるので、学
習において生徒一人ひとりに教材が渡るよう、複数
作成した。教材は見えない生徒だけでなく、見える、
見えにくい生徒も想定して作成した。
題 材 名 ピカソの自画像・私の自画像
対 　 象 中 2 女子（弱視）、高 1 男子（全盲）の 2 名
実 施 日 2019.1.24（木）16：40～17：302019.2.28（木）16：40～17：30
目 　 標
・ピカソの自画像を立体コピー、段ボールレ
リーフ、石膏レリーフで鑑賞する。
・鑑賞と制作を往還しながら自画像を紙粘土
で制作する。
学習の流れ
1 　これまでに自画像を描いたり粘土で作っ
たりした経験があるかを聞き、その時の感
想を聞く。
2 　ピカソの自画像を鑑賞する。
　（1）「ピカソ」という画家の名前を知って
いるか、どんな印象を持っているかなど
を聞く。
　（2）ピカソの自画像をプリントと立体コ
ピーで見たり触ったりして感じたことや
気の付いたことを発表する。
　　※どのような気持ちが表されていると感
じるか、正面を見つめる目と横を向く
鼻、頬骨や鼻筋のラインなど角が強調
されていることに注意を向けさせる。
図13　段ボールレリーフ 図14　石膏レリーフ
図15　輪郭の回り込み
インクルーシブ教育時代の視覚障害アート教育をどうしたらいいのか 19
3 　「キュビズム」の考え方を学習する。
　（1）段ボールレリーフを見たり触ったりし
て自画像をより立体的に把握する。
　（2）石膏レリーフを見たり触ったりして正
面だけでなく他の視点からも対象を捉え
ようとした、この捉え方は手で観察して
対象を捉えることに似ていることを知
る。
　（3）人はいろいろな面を持っている、一面
だけから捉えることより対象に迫ってい
るのではないかなどキュビズムの考え方
の意義を考え発表する。
4 　キュビズムの考え方を参考にしながら紙
粘土で自画像を制作する。
　（1）プリント、立体コピー、段ボールレリー
フ、石膏レリーフなどを傍らに置きなが
ら紙粘土で自画像を制作する。
　　※目と鼻の向き、鼻や頬の捉え方、どの
ような気持ちや性格を表したいかなど
制作途中を捉えて質問する。傍らに置
いたピカソの自画像を再度鑑賞させ
る。
　（2）制作途中で互いの作品を見たり触った
りして感想を言う。
5　完成した自画像を鑑賞する。
　（1）キュビズムの考えを参考にした作品の
工夫点などを発表する。
　（2）互いに見たり触ったりして感想を言う。
　実際に学習した弱視の生徒はプリント教材だけで
なく立体コピーや段ボールレリーフ、石膏レリーフ
を観察し、ピカソの自画像やキュビズムの学習がわ
かりやすかったという感想を述べている。出来上
がった作品を見ると頬や鼻にピカソの自画像の影響
がみられるが全くの再現ではない。例えば生徒作品
1 ではワイシャツやブレザーを省いて自分の表情を
中心に制作した様子が伺える。作品 2（重複障害児）
では梅干しの入ったおにぎりを食べている様子を加
え自分らしさを表している。
○事例３：「キュビズムの人物」鑑賞とコラージュ
制作
　事例 2 ではキュビズムの考え方を学習しながらも
制作活動においては自分の自画像を制作した。事例
3 ではキュビズムの考え方を生かした人物像をコ
ラージュで制作した。選択したのはピカソの 1937
年作の「黄色い背景の女」である。立体コピーにつ
いては、事例 2 と同様に作成した。この絵を選択し
た理由は正面と側面と二つの視点から捉えられた人
物の顔が再構成されていることがわかりやすく、背
景もシンプルで多視点絵画のサンプルとして適して
いると考えた。また、見えない生徒には認知できな
いが、色彩の構成も触図化がしやすいように配置さ
れている。
図16　鑑賞と自画像制作が往還する様子
図17　生徒作品 1 図18　生徒作品 2
図19　「黄色い背景の女」 図20　図 19 の立体コピー
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題 材 名 キュビズムの人物
対 　 象 中 3 女子（弱視）、高 1 女子（全盲）、高 2 男子（全盲）の 3 名
実 施 日 2019.5.30（木）16：40～17：302019.6.20（木）16：40～17：30
目 　 標
・ピカソの「黄色い背景の女」を立体コピー、
レリーフのパズルで鑑賞し、キュビズムの
考え方を学ぶ。
・鑑賞と制作を往還しながら人物像をコラー
ジュで制作する。
学習の流れ
1 　ピカソの「黄色い背景の女」を鑑賞する。
　（1）「黄色い背景の女」をプリントや立体
コピーで見たり触ったりする。
　（2）気が付いたことを発表する。
　　※人物の顔の表現に注意させる。
2 　人物の顔の表現からキュビズムの考え方
を学ぶ。
　（1）人物の顔の表現は正面と側面の視点か
ら捉え再構成した表現であることをレ
リーフのパズルを触ったり組み立てたり
しながら学ぶ。
　（2）人を多面的に捉えることの意味は何か、
多くの視点から再構成することの意味は
何かなど考える。
　　※自画像と比較してキュビズムの考え方
が反映された表現であることに気付か
せる。
3 　キュビズムの考え方を基に人物をコラー
ジュで制作する。
　（1）正面と側面の顔が再構成された線画の
立体コピーを台紙にしてコラージュで表
現することを知る。
　（2）布、紙、リボン、毛糸、綿、テープ、
ボタン、マカロニなどコラージュする材
料を見たり触ったりしながら構想を練
る。
　（3）正面はどのような表情にするか、側面
はどのような表情にするか構想を練る。
　　※正面と側面を分けるポイントは鼻の形
にあることに注意させる。プリントや
立体コピー、レリーフのパズルなどの
鑑賞に戻るなどしながら構想を豊かに
させる。
　（4）両面テープを台紙に貼りコラージュし
やすくする、ボンドや糊、ホットボンド
などでコラージュする。
　（5）制作途中で互いの作品を見たり触った
りして感想を言う。
4　完成した人物像を鑑賞する。
　（1）キュビズムの考えを参考にした作品の
工夫点、正面と側面の表情の違いなどを
発表する。
　（2）互いに見たり触ったりして感想を言う。
　触図の制作では、元絵（図 19）の胸の線を省略し、
絵の中心部分の複雑さを単純化した。元図のままだ
と大きな襟と胸の線が混乱を起こすと考えた。こう
いう単純化はもう少し議論が必要かもしれない。な
ぜなら、指導者（触図の制作者）の見識や受容者の
知識等の状態で変わると考えるからである。それか
ら補助として、パズル化した教材も制作した。これ
は多角的な指導／学習が必要な（視覚）障害児に
とっては必要かつ有効な方法であると同時に見える
生徒にとっても有効な教材であろう（図 21）。
　また、鑑賞後に実施したコラージュ制作で使用す
る台紙も何度か作り直しをした。これは、元絵のエッ
センスを抜き出し、立体コピーで生徒が材料を貼り
やすいようにあらかじめ両面テープをつけてつくっ
たものである。当初はピカソの絵画に近いもので
あったが、男女や丸、三角、四角などの個人差があ
る顔型を標準化したものに変更した。実践時の制作
ではコラージュする素材を途中で思い付いたり、友
達の作品を触って触発されたり、最後まで変更が繰
り返された。正面の表情と側面の表情をどのように
変化させるかについては、自分と照らし合わせなが
ら考えることが多く終始楽しそうであった。さまざ
まな素材によるコラージュの学習は見えない生徒に
は楽しい学習である。好きな手触りを選ぶ思考、そ
れを自分の顔をイメージして貼り合わせていく活動、
終わった後も友だち同士で較べられるなど、どれを
とっても楽しい活動であろう。
図21　レリーフのパズルで学習する様子
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　完成作品の工夫点について生徒はいつもより詳し
く説明していた。それは自分の作品の仕上がりにあ
る程度満足し、自信を持てたからではないかと思え
た。このことはキュビズムの考え方を学習するとき
や制作などにおいて、自分達の見えない、見えにく
いをあまり意識することなく行えたからではないか
と考えられる。 （多胡　宏）
７　まとめにかえて
　見える／見えない／見えにくい子どもたちのため
の中学校美術教材開発をここ数ヶ月毎週多胡と喧々
諤々の議論の中で作り続けてきた。大内の私設ギャ
ラリーでの月例研究会でも明るい光を見ることがで
きた。こんなにも濃密に美術／アートについて語り
合う経験は久しぶりである。その至福の時間を通し
て一番強く感じたのは、美術・アートとその学びに
よる創造活動には計り知れない奥の深い可能性に満
ち、（視覚）障害に関係なく人の学びを豊かにして
いくことが確認できたことだ。この議論は、近代が
経済主義に満ちた「スピードと効率」優先主義に
よって奪われた優しさと豊かさの意味を再確認させ、
今の（学校）教育の問題点を浮き彫りにしていった。
わたしたちの対話、すなわち（視覚）障害をもつ子
どもたちのアート／美術教育の理念や方法をより丁
寧に考えていくプロセスには、見える／見えない／
見えにくい生徒たち全部が区別なくつかみ取ってい
けるはずのアート／美術のエッセンスがあることを
確信させた。
　わたしたちは結局、視覚に障害をもつ子どもたち
のための具体的な題材・教材とカリキュラムの開発
を目ざすといいながら、アート／美術／教育とは何
かの探求を続けていたことになる。そして、もうひ
とつわたしたちの研究につきあってくれた視覚障害
当事者の子どもたちとのインクルーシブデザインに
よる題材・教材開発によって、自分たちの思い込み
が随分と修正され、正しいアート／美術教育の在り
ようが示されていったことも指摘しておきたい。教
育の難しさは、教えれば学ぶというものではないと
いうことだ。特別支援教育の場に限らず、教師の親
切がむしろあだになっているケースを頻繁に散見す
る。アクティブラーニングと叫ぶことがあだになら
なければいいと思う。
　最後に、目が見えない子どもに美術教育は不要と
図22　素材観察をしながら構想を練る
図23　コラージュによる制作の様子
図24　生徒作品 3 図25　生徒作品 4
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いうことは、さすがに耳にはしなくなった。しかし
ながら、この研究領域に本気で取り組む研究者・実
践者などのプレイヤーが少なすぎる。国連障害者権
利条約の批准（2014）の影響以降、今日本各地の美
術館でも、当事者たちが声を上げ始めたこともあり、
視覚障害者対応のさまざまな取組がはじまっている。
しかし、まだまだ一過性のイベントに終始している
ことは否めない。17）ウフィッツィ美術館の例を紹介
したが、イタリアが予算や人員で問題を抱えながら
も、1980 年代以降社会のインクルーシブ化を進め、
障害者の生存のためのさまざまな権利を普通に守ろ
うと社会コンセンサスを実践していた。その姿をみ
て、うらやましいというというよりは悲しくなるの
であるが、いつどのように改善できるのか。もっと
多くの共感／協賛者と「アートによる社会包摂」、
つまり共生社会構築において本当にアートができる
ことは何かについて、きちんとした議論・実践を蓄
積をしく必要があろう。 （茂木一司）
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